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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 23,584 ― 1,224 ― 890 ― 488 ―

20年3月期第2四半期 21,516 9.6 1,345 57.4 1,079 90.0 670 139.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 50.02 ―

20年3月期第2四半期 68.67 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 44,421 10,586 17.9 812.73
20年3月期 41,196 10,441 19.1 805.30

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  7,937百万円 20年3月期  7,865百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
21年3月期 ― 5.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 5.00 10.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,000 28.6 2,400 12.5 1,800 13.6 1,100 8.0 112.63

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
  上記の予想は、本資料の発表日現在における入手可能な情報に基づくものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  9,771,000株 20年3月期  9,771,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  4,580株 20年3月期  4,580株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  9,766,420株 20年3月期第2四半期  9,766,599株
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当第２四半期連結累計期間における世界経済は、先進国では金融市場の混乱により景気が減速し、これ
まで急伸を続けてきた新興国の経済成長にも鈍化が見られるなど、全体で停滞を続けました。 
当社グループが属する自動車業界におきましては、世界全体の景気の低迷が自動車需要に影響を与えた

ほか、燃料・原材料価格の高騰もあり、多くのメーカーにおいては今後の生産戦略の大幅な見直しを余儀
なくされております。 
このような環境のもとで当社グループは、今後需要の増加する環境性能の高い小型乗用車の部品を増産

することで国内外において競争力を維持・強化し、顧客の要望に応えてまいりました。 
この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は23,584百万円（前年同期比9.6%増）、営業利益は

1,224百万円（前年同期比9.0%減）となり、経常利益は890百万円（前年同期比17.5%減）、四半期純利益
は488百万円（前年同期比27.2%減）となりました。 
事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 
(プレス成形部品事業) 
プレス成形部品事業では、日本においては車体プレス部品の売上高は増加したものの、樹脂製品、試作

製品の売上高が減少し、営業利益は減少いたしました。アジア地域においては市場の自動車需要が拡大
し、主要取引先において生産台数が増加したため、売上高、営業利益ともに増加いたしました。 
この結果、売上高は20,468百万円（前年同期比8.4%増）、営業利益は1,249百万円（前年同期比12.7%

減）となりました。 
(金型事業) 
金型事業では、日本においては海外向けの金型販売が好調だったため、売上高、営業利益ともに増加い

たしました。アジア地域においては新機種生産の立上りが一巡したことにより設備の受注量が減少したた
め、売上高、営業利益ともに減少いたしました。 
この結果、売上高は2,587百万円（前年同期比84.5%増）、営業利益は368百万円（前年同期比10.1%増）

となりました。 
(自動車販売事業) 
自動車販売事業では、国内の新車需要の低迷や販売車種の低価格化が一層進行した影響を受けました。 

 この結果、売上高は1,218百万円（前年同期比7.6%減）、営業利益は3百万円（前年同期比17.1%増）と
なりました。 
所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。 
(日本) 
日本では、生産効率の改善や製造現場の工程見直しなど、原価低減活動に取組んでまいりました。 

 この結果、売上高は13,781百万円（前年同期比18.7%増）、営業利益は636百万円（前年同期比3.7%減）
となりました。 
(アジア) 
アジアでは、自動車需要の増加に合わせ堅調に生産を進めてまいりました。 

 この結果、売上高は11,106百万円（前年同期比3.9%増）、営業利益は1,136百万円（前年同期比6.4%
増）となりました。 
 なお、前年同四半期比に関する情報は参考として記載しております。 

  

当第２四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は、44,421百万円となり、前連結会計年度
末と比較し、3,224百万円増加しました。 
主な資産の変動は、現金及び預金の増加が1,246百万円、受取手形及び売掛金の増加が498百万円、有形

固定資産の増加が226百万円、投資有価証券の増加が76百万円であります。 
主な負債・純資産の変動は、短期借入金の増加が1,870百万円、長期借入金の増加が1,530百万円、利益

剰余金の増加が435百万円、為替換算調整勘定の減少が406百万円であります。 
  

平成20年８月４日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

税金費用の計算 
税金費用については，当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り，税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し
ております。なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 
  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12
号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 
企業会計基準適用指針第14号)を第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連
結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９
号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下
による簿価切下げの方法）に変更しております。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益が21百万円それぞれ減少しております。なお、セグメント情報に
与える影響は、当該箇所に記載しております。 

③「連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成
18年５月17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正
を行っております。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益が６百万円それぞれ減少しております。なお、セグメント情報に
与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正に伴い、機械装置の耐用年数を変更してお
ります。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における減価償却費は25百

万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ25百万円減少しておりま
す。なお、セグメントに与える影響については、当該箇所に記載しております。 

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(4) 追加情報
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 2,797 1,550 

受取手形及び売掛金 7,698 7,200 

有価証券 － 10 

商品及び製品 430 382 

仕掛品 2,655 2,608 

原材料及び貯蔵品 734 698 

その他 1,824 1,130 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 16,139 13,580 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額） 5,301 5,763 

機械装置及び運搬具（純額） 7,929 7,734 

工具、器具及び備品（純額） 6,227 5,935 

土地 1,969 2,009 

建設仮勘定 4,306 4,063 

有形固定資産合計 25,735 25,508 

無形固定資産 213 203 

投資その他の資産 

その他 2,350 1,920 

貸倒引当金 △17 △16 

投資その他の資産合計 2,332 1,904 

固定資産合計 28,282 27,615 

資産合計 44,421 41,196 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 7,239 7,439 

短期借入金 10,533 8,662 

未払法人税等 105 83 

引当金 322 311 

その他 2,594 2,218 

流動負債合計 20,795 18,715 

固定負債 

長期借入金 11,213 9,683 

引当金 768 743 

負ののれん 18 20 

その他 1,039 1,590 

固定負債合計 13,039 12,038 

負債合計 33,835 30,754 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,037 1,037 

資本剰余金 935 935 

利益剰余金 5,194 4,759 

自己株式 △2 △2 

株主資本合計 7,165 6,730 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 468 424 

為替換算調整勘定 303 709 

評価・換算差額等合計 771 1,134 

少数株主持分 2,648 2,576 

純資産合計 10,586 10,441 

負債純資産合計 44,421 41,196 
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 23,584 

売上原価 20,409 

売上総利益 3,175 

販売費及び一般管理費 1,950 

営業利益 1,224 

営業外収益 

受取利息 9 

受取配当金 18 

その他 26 

営業外収益合計 54 

営業外費用 

支払利息 318 

為替差損 53 

その他 16 

営業外費用合計 388 

経常利益 890 

特別利益 

固定資産売却益 6 

その他 0 

特別利益合計 6 

特別損失 

固定資産廃棄損 16 

その他 7 

特別損失合計 23 

税金等調整前四半期純利益 873 

法人税、住民税及び事業税 177 

少数株主利益 207 

四半期純利益 488 
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 12,011 

売上原価 10,552 

売上総利益 1,459 

販売費及び一般管理費 1,008 

営業利益 451 

営業外収益 

受取利息 6 

受取配当金 9 

為替差益 44 

その他 14 

営業外収益合計 75 

営業外費用 

支払利息 166 

その他 8 

営業外費用合計 175 

経常利益 350 

特別利益 

固定資産売却益 5 

その他 0 

特別利益合計 5 

特別損失 

固定資産廃棄損 15 

その他 7 

特別損失合計 23 

税金等調整前四半期純利益 333 

法人税、住民税及び事業税 26 

少数株主利益 96 

四半期純利益 210 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸
表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期
連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
  

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間 (自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品または事業の内容 

(1) プレス成形部品事業…… 車体プレス部品、精密プレス部品、樹脂製品、試作品その他 

(2) 金型事業………………… 金型、治具・検査具 

(3) 自動車販売事業………… 自動車の販売・修理 

３ 会計方針の変更 

①「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期

間におけるプレス成形部品事業の営業費用が21百万円増加し営業利益が同額減少しております。 

②「連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18年５

月17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っており

ます。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間におけるプレス成形部品事

業の営業費用が４百万円増加し営業利益が同額減少し、金型事業の営業費用が１百万円増加し営業利益が同

額減少しております。 

４ 追加情報 

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、平成20年度の法人税法の改正に伴い機械装置

の耐用年数を変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間

におけるプレス成形部品事業の営業費用が22百万円増加し営業利益が同額減少、金型事業における営業費用

が３百万円増加し営業利益が同額減少、自動車販売事業における営業費用が０百万円減少し営業利益が同額

増加しております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

プレス成形 
部品事業 
(百万円)

金型事業 
(百万円)

自動車 
販売事業 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する 
売上高

20,468 1,902 1,213 23,584 ─ 23,584

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ 684 5 690 (690) ─

 計 20,468 2,587 1,218 24,275 (690) 23,584

営業利益 1,249 368 3 1,621 (397) 1,224
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【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間 (自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本国以外の区分に属する主な国または地域 

アジア…………タイ王国、中華人民共和国 

３ 会計方針の変更 

①「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期

間における日本の営業費用が21百万円増加し営業利益が同額減少しております。 

②「連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18年５

月17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っており

ます。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間におけるアジアの営業費用

が６百万円増加し営業利益が同額減少しております。。 

４ 追加情報 

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、平成20年度の法人税法の改正に伴い機械装置

の耐用年数を変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間

における日本の営業費用が25百万円増加し営業利益が同額減少しております。 

  

該当事項はありません。 

  

日本 
(百万円)

アジア  
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

12,534 11,050 23,584 ― 23,584

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

1,247 56 1,303 (1,303) ―

計 13,781 11,106 24,888 (1,303) 23,584

営業利益 636 1,136 1,772 (548) 1,224

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前中間連結損益計算書 

                 

 
  

【参考】

前中間連結会計期間 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成19年９月30日)

区  分 金額(百万円)
百分比 
（％）

Ⅰ 売上高 21,516 100.0

Ⅱ 売上原価 18,344 85.3

   売上総利益 3,172 14.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,826 8.5

   営業利益 1,345 6.2

Ⅳ 営業外収益

 1. 受取利息 5

 2. 受取配当金 16

 3. 受取地代家賃 3

 4. その他 13 39 0.2

Ⅴ 営業外費用

 1. 支払利息 248

 2. 為替差損 26

 3. 持分法による投資損失 15

 4. その他 15 305 1.4

   経常利益 1,079 5.0

Ⅵ 特別利益

 1. 貸倒引当金戻入益 1

 2. 投資有価証券売却益 5

Ⅶ 特別損失

    固定資産廃棄損 13 13 0.0

   税金等調整前 
   中間(当期)純利益

1,072 5.0

   法人税、住民税 
   及び事業税

156

   法人税等調整額 -7 149 0.7

   少数株主利益 252 1.2

   中間(当期)純利益 670 3.1
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セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間(平成19年４月１日～平成19年９月30日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品または事業の内容 

(1) プレス成形部品事業…… 車体プレス部品、精密プレス部品、樹脂製品、試作品その他 

(2) 金型事業………………… 金型、治具・検査具 

(3) 自動車販売事業………… 自動車の販売・修理 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用418百万円の主なものは、当社の総務部門等

管理部門に係る費用であります。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前中間連結会計期間(平成19年４月１日～平成19年９月30日) 

 
(注) １ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本国以外の区分に属する主な国または地域 

アジア…………タイ王国、中華人民共和国 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用418百万円の主なものは、当社の総務部門等

管理部門に係る費用であります。 

  

プレス成形 
部品事業 
(百万円)

金型事業 
(百万円)

自動車 
販売事業 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 18,890 1,307 1,317 21,516 ─ 21,516

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

─ 94 1 96 ( 96) ─

計 18,890 1,402 1,319 21,612 ( 96) 21,516

営業費用 17,459 1,068 1,315 19,843 327 20,170

営業利益 1,431 334 3 1,768 (423) 1,345

日本 
(百万円)

アジア 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 10,894 10,622 21,516 ─ 21,516

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

715 63 778 (778) ─

計 11,609 10,685 22,295 (778) 21,516

営業費用 10,948 9,618 20,566 (395) 20,170

営業利益 661 1,067 1,728 (383) 1,345
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